
 
１０月１１日 

オンライン実施 
教科の本質を授業にいかす 

―第２回学習指導力向上研修会― 

【算数・数学】部会 市川 啓 准教授の講義より 

「算数的・数学的に質の高い授業実践をめざそう」 

―数学としての質の高い担保を― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「これまでの私たち山形県の算数・数学教育に
対する取組の結果が、全国学調に表れていると
受け止めよう」 

【英語】部会 佐藤 博晴 教授の講義より 

小学校外国語活動・外国語のねらいについて 

                        

 

 
学習指導要領「外国語」の目標から 
※ 文言がそのまま引き下げられたが意味合いは大
きく異なる。中学校の前倒しを意味しているもので
はない。 

 

 

 

 

授業づくりにおいて 

学級づくりの大切さ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「Good Speaker だけでなく Good Listener と
しての資質も育む。Good Communicator を目
指してもらいたい」 

このたび、山形県の重点教科になっている「算数・数学」「英語」に焦点を当てた、学習指導力向
上研修会を実施しました。１０４名の先生方に参加いただき、オンラインではありますが充実した
研修となりました。 

「算数・数学」においては、宮城教育大学の市川啓准教授から、「英語」においては、山形大学の
佐藤博晴教授から御講義いただき、教科の本質について学びを深めることができました。 

 ・コミュニケーションを図る素地となる資質・能力（3,4 年） 
・コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力（5,6 年） 
・コミュニケーションを図る     資質・能力（中学校） 

授業づくりの４つのポイント 

 
ポイント１ 
・算数・数学としての問題設定、課題設定ができて
いるか。 

ポイント２ 
質の高い算数・数学の学びができる子供を育てるために 
・統合的・発展的考察をすることを促しているか。 
・仕方をやって見せているか。 

ポイント３ 
算数・数学が得意な子に、解決方法や考えを言わせ
ているだけの授業ではないか。 
・どうしたら、思いつけるようになるのか。 
・考えが行き詰まったらどうするかを教えられているか。 
・できた（る）ことを振り返り、洗練させることで、良い
アイディアが作り出せることを体験させているか。 

ポイント４ 
算数・数学における課題の集団解決の中で、 
・考える活動があるか。単なる発表会になっていな
いか。聞くだけの活動になっていないか。 

・深まりを生み出しているか。深まりを想定した集
団解決活動をしているか。 

・他者と関わり、他者のＡという考えを聞くことで
Ａ’を生み出す経験をさせているか。 

参加者より 

子供の思考に寄り添うために

は、子供がこれまで手に入れた

力を存分に働かせられるか、こ

れからどのように使っていく見

方・考え方なのかをよく考え教

材研究していくこと 

が大切だと分かった。 

 

（算数・数学部会 小学校教員） 

参加者より 

数学のスペシャリストを育てら

れるように、見方・考え方を働かせ

る課題設定や生徒の思考に寄り添

うことを大切にしたい。 

また、演習で行った箱ひげ図の

問題のように根拠を示して他の資

料と比較しながら妥当な説明がで

きる力を養うような指導を意識し

たい。 

（算数・数学部会 中学校教員） 

参加者より 

素地と基礎について改めて考えた。

「小学校のまとめとしての基礎」を意識

しながら授業したい。 

 言語活動の重要性を再確認した。児童

が表現したくなるような課題と学級づ

くりに努めたい。 

 児童を評価することによって児童の

パフォーマンス改善だけでなく、自らの

指導も評価することを大切にしたい。 

（英語部会 小学校教員） 
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◇ 素地や基礎を養うために授業に必要なことは、

温かで支持的な雰囲気をもった学級づくり 

◇ 発言を促進させるような、また間違いを馬鹿に

しない、逆にその間違いを認め合えるような人間

関係が大切である。 

◇ 教師と児童の適切で良好な関係、児童の反社会

的な行動に対する教師の適切で迅速な行動、学級

や学校の集団規範をしっかりと守らせること 

素地と基礎 
 

 

 


